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(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２６Ｓカリ, ２５Ｓカリ, ２４Ｓカリ, ２３Ｓカリ

【2023年度以降ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】理学の各分野における専門知識 以下の事項について理解し、自ら説明できるようになることを
目標とする。
・有機化合物の構造決定に必要な分光法の基礎事項
・各種スペクトルデータの解析法
・構造と分光学的データの相関

⇔

【2023年度以降ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】専門知識や観察・実験などによっ 　上記で修得した知識をもとに比較的簡単な低分子量の有機化
て問題を理解・解決し、その成果を的確に他者に伝える力 合物の構造決定に活用できるようになることを目標とする。

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 　有機化合物の構造や性質を知る上で、各種スペクトル測定（分光法）は強力かつ不可欠な分析手段で
ある。この講義では、種々のスペクトルによる構造決定法の原理を理解するとともに、有機化合物のス
ペクトル解析に必要な基本事項を学ぶ。
　質量スペクトル、赤外スペクトル、紫外可視スペクトル、および核磁気共鳴スペクトルの各測定法の
基本原理とスペクトル解析に必要な基礎知識について適宜演習を取り入れながら解説する。さらに複数
のスペクトルデータを組み合わせた有機化合物の構造決定法を学習する。

(5)授業のキーワ
ード

分光法、質量スペクトル、赤外スペクトル、紫外可視スペクトル、核磁気共鳴スペクトル

(6)授業計画 第1回 序論
---------------------------------------------------------------------
1. 質量スペクトル
　第2回 原理
　第3回 スペクトル解析法1
　第4回 スペクトル解析法2　［レポート出題］
---------------------------------------------------------------------
2. 赤外スペクトル
　第5回 原理
　第6回 スペクトル解析法　［レポート出題］
---------------------------------------------------------------------
3. 紫外可視スペクトル
　第7回 原理、スペクトル解析法　［レポート出題］
---------------------------------------------------------------------
4. 核磁気共鳴スペクトル
　第8回 基本原理
　第9回 1H NMR：化学シフト、積分
　第10回 1H NMR：スピン-スピン結合
　第11回 13C NMRと2次元NMR　［レポート出題］
---------------------------------------------------------------------
5. 複数のスペクトルを利用した有機化合物の構造決定法
　第12回 各種スペクトル解析についての演習1
　第13回 各種スペクトル解析についての演習2
　第14回 複数のスペクトルを利用した有機化合物の構造決定法演習1
　第15回 複数のスペクトルを利用した有機化合物の構造決定法演習2、授業アンケート
　第16回 試験

(7)成績評価の方
法

　期末試験（総括での試験も含む）の得点で評価する。試験では基礎力を測る標準的な問題（配点70%程
度）の他に、応用的な問題（配点30%程度）を出題する。

(8)成績評価の基
準

期末試験において、
　標準的な問題が解けば（得点率60ー69%）「水準にある」（可）
　応用問題が解ければ（得点率70ー79%）「水準よりやや上にある」（良）
　やや難しい応用問題が解けば（得点率80ー89%）「水準よりかなり上にある」（優）
　難しい応用問題が解ければ（得点率90ー100%）「水準より卓越している」（秀）
と判定する。
　ただし、遅刻・欠席やレポート未提出は減点とする。

(9)事前事後学習
の内容

　各回の授業前に配付資料で予習しておくべき箇所をその都度指定する。また、事後学習として分析法
ごとにレポート（問題演習）を課す。必要に応じて授業資料をeALPSに掲載するので参照のこと。

(10)履修上の注意 　基礎有機化学と有機化学I, II , III の内容を充分理解していることが必要である。



(11)質問,相談へ
の対応

在室時に随時対応する。

【教科書】 資料を配付する。

【参考書】 「マクマリー 有機化学（上）」第9版，伊東，児玉ほか訳，東京化学同人


